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	社会的感情研究会

	成 果 概 要
	１）参加人数（会員・非会員及び認定心理士の人数を記載してください）

会員　　　10名（うち認定心理士　0　名）

非会員　　　名（うち認定心理士　　　名）

２）集会等の目的・成果等

（実施内容・成果・将来計画等を用紙範囲内に記載してください）

本年度は，日本心理学会におけるワークショップを行った。
　2007年9月に東洋大学で行われた日本心理学会第71回大会において，「社会的感情との制御と対処」というワークショップを企画した。企画は，本研究会の代表者と宇都宮大学の澤田匡人であり，話題提供者が企画者２名と広島大学の樋口匡貴先生，筑波大学の湯川 進太郎と望月 聡先生であった。今回のワークショップでは，社会的感情の制御について，その概説（有光），怒り，恥，妬みなどの各論（湯川・樋口・澤田），神経科学の観点（望月）から話題提供が行われた。これまで研究会で企画したワークショップとしては始めて指定討論者は設けず，フロア諸氏から様々なご意見をいただいた。副題に「その光と闇に迫る」と題して行ったため，感情制御の光と闇という点について質問があった。この質問は，５つの話題提供の共通点を浮き彫りにし，さらにワークショップのテーマを振り返ることに大きく貢献した。フロアでの参加者は，３０名であった。
　例年通り，研究会のメーリングリストを使って，情報交換を行うことを心がけている。本年度は，ワークショップのみの開催となったが，今後は，研究会の参加者の積極的な研究活動を促進するために，読書会や研究集会も行い，恒常的に議論できる場を提供していきたいと考えている。


